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台湾金瓜石金護

銅鉱床の探査

1.ばじめに

鉱床の規模の大きさ硫枇銅鉱の産出抵とで古くから

著名である金瓜石鉱山は台湾の中国返還後も彼の地に

おけるぽとんど唯一の金･銅鉱山としてその地券を失っ

ていない.しかし長年の稼行の結果鉱源の枯渇赦と

を招き現在の出鉱はその最盛期(工939年前後)のほぼ

1/3となり漸く老化の芳しが現われているヨ

中華民国経済部台湾国立大学地質系放とによる戦後

の新たな地質1鉱床学的調査や探鉱は脳8年当時から活

発となりその後米国の資金援助もあって当鉱山の探鉱

1開発について強力なテコ入れが行なわれて書だ､一

方戦前長らく当鉱山の経営にあたってきた日本鉱業(株)

は技術調査団を派遣しつい最近まで現場に密着した探

鉱の協力1援助などを担当していた.これらの結果一

鉱区東部における新鉱体の発見･開発桂ど注目すべき成

果カ婁挙げられてきたが漸進的な鉱況の衰退は挽回しか

ねる大勢でありた模様である.

1965年中華民国政席は当鉱山の一層の若返りを目途

とし｢金瓜石金･銅鉱調査計画｣を新しく樹て目中両

国政府協議の上コロンボプランに準ずるrその他アジ

ア地域技術鴇力計画｣のべ一スにのせて実施に移した.

以下の説明は主としてこの技術協力事業の一部として

1966年3月から7ヵ月の間われわれおよび中国技術者

等によって行枚われた探査の概要である.

狂おこの技術協力事業の他の一部は当鉱山の採鉱｡

選鉱｡事務改ど操業全般にわたる企業診断的調査である

がこれは員鉄コンサルト(和田成人石原弘明伊東

鉱必のその嶺の鰹夢そそ簑液つ舳金狐榊の磁化鰹鱗繊臓め

鑑天掘で愁いぷ高さを削られ花というが川

坊城'俊原本間一郎

大簿秀夫東野徳夫

俊夫､平山昭4氏)の担当のもとにわれわれの探査に

先行し実施され企業合理化案がまとめられた.

2.自然藻件

台北市の東約35k腕にある当鉱山は北に海を配する

海抜500～600跳の山間にありその夜撮の美しさはダ小

香港｣とも賞されている害

この地域についての徳永箆康斉藤正次渡辺万次郎

など諸先講の調査は古い時期のものと扱ってし襲ったが

最近の黄春江王源顔潰波陳倍源坂碕英生太田

垣亨凍武夫何斎藤上島宏北見伊扱どの方々のす

ぐれた業績とともに今回の仕事のよい遺釦るべと怒った.

さらに当鉱山の手により畏隼の間に蓄積された坑内

資料も探査には欠くことのでき放い貴重なものであった.

地質1鉱床に関する上記譜筑の記載や見解はそれぞれに

独自のものをもっているがいくつかの問題(たとえば

金の冨化作用の機構褐鉄鉱の起源)を除いて差程大

き粗へだたりはみられ住いように思われる1

ここでは地質1鉱床を詳しく説明する余裕がないので

それは上記譜浅の文献にゆずるとし以下記今回必要な

限度内においてこの鉱山近傍の地質などの特性ともいう

べき諸点を要約してみよう.(第2図など参照)

･中新統の堆積岩類が広く分布し石英安山岩類が数

ヵ所でこれに貫入する.鉱山付近では中新統より

古いいわゆる基盤岩類についての情報は不明であ

る宙

霜擦1化擦のA潮線属板を側リ谷を横切繊で空襲扱鉱廉磯

､1二淋登瀬刺1こする灘秘かか棚まその狩衛は葦)か蔭ない�
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･顕著な構造はN旺SW方向の摺曲および断層であり

地層分布の大局はこれに支配される.造構運動の

時期はP1io･P1istoceneとされより後期のN-S

E･W方向の断層カミ主要構造を修飾する.

･鉱床の多くはN-S性断層

に胚胎する浅熱水性の割れ

目先壊鉱床で型態は鉱脈

･塊状(鉱筒状)･層状を示

し当鉱山で名付け.られて

いる鉱体のみで30余りに達

する.

ほんざん

これらの中本山脈は走

向に約2000m傾斜方向に

750mにおよぶ｢チャンピョ

ン･ベイン｣で多くの平

行支脈をともなう(第3図).

･鉱床賦存の場としては断層

はもちろん裂か層理面

節理石英安山岩体周縁部

などカミ挙げられまた鉱床

の冨化には断層面傾斜の変

換部母岩の特定層準(たとえば石灰質砂岩層)な

どが密接に関連する.しかし鉱床の伸長方向は

N-S性であることが通例である(第4図).

･硫砒銅鉱自然金自然銀を主鉱石とし黄鉄鉱も
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多産する.脈石は石英(比較的少量)褐鉄鉱

重晶石カオリナイト明ばん荷が主である.本

山脈におけるように鉱床の上部に金下部に銅が濃

集するなどの鉱石の帯状分布がみとめられる.

･母岩は石英安山岩および第三紀の砂岩泥岩などで

.鉱床近辺の母岩は珪化粘土化緑泥化などの変質

をうける.これら変質帯は黒帯配列を示す.

･金瓜石鉱山西方には金･方解石脈を主とする瑞芳鉱

山(台陽鉱業服跨有限公司所有)西南方には金･

黄鉄鉱･石英脈の瑞三鉱1⊥1がある(第3図).

3.今国の探査概要

中国政府の要望は次のようなものであった.

ム既知鉱床延長都の追跡

蕊地質1構造上の類似性にもとずく処女区域の新鉱床探査

A地質調査以外の新技術による探査と技術の紹介

いずれもかなりの難問であるが関係者協議の上金

瓜石鉱山を中心とするやや広範な地域を選びそこに

まず①地質鉱床(変質帯)の状況がよく判ってい

る地区に対する物理探査と地化学探査(既知
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地区の探査)

これと併行的に

②金瓜石鉱山を中心とする広範囲の地表地質調

査と沢水による地化学探査(広域概査)

最終に

③前記の⑪②の結果による有望地区の総合的

調査(総合調査)

を逐次実施した(第1図第1表参照).

①既知地区の探査

地域の地質1鉱床に弄してはいか征る方法による物理

探査地化学探査が効果的であるか鉱床｡変質帯荏ど

はどのような情報を示すかなどを予備1実験的に検討し

この結果を未知1未開発の鉱床探査におよぼす目的であ

った.本山石英安山岩を横断する4kmのA側線九

傍の潜頭石英安山岩の直上を横ぎる2長m･のB側線を作

りさらに一部の立入坑道を利用し所要の探査を行匁った.

これらの成果は後記(45)するが電気探査におけ

る深部直流法放どあるいは銅砒素を指示元素とした

地化学探査の結果は鉱床変質帯恋ととの対応性が強く

一応満足すべき状況であった.しかしB側線による潜

頭石英安山岩体の電気探査の試みは後記のように問題

を後に残した.

史000

?ぐO本古･^一､･､･

“1)寸斗

[日鉱体囲石英安山岩

第4図座標一800東西断面図

②広域概査

台湾省地質調査所の協力によって調製された伽｡oo縮

尺の地形図をもとに約60k㎜蔓の地域の概査を行匁った.

地質調査の結果は第2図などとして示すが地城内の

層序の再検討構造の解明とともに珪化帯など変質帯

石英安山岩体などの探査1発見に重点がおかれた｡

臆壷ぴをう

層序については従来の二間層の上位に｢鼻頭砂岩｣を

区分したこの｢砂砦Jは鼻頭向斜軸部に局部的にみ

られ上限は不明で層厚も薄いが基底削こ断続する粗

悪炭をはさみ全体明色の申～粗粒､の砂岩からなる.

暗色で海棲貝化石類を多産する二圃層とは層相上朗らか

な差異があるので分離して扱ったカミ｢副として独立さ

せるには問題カミあるか

十工0⑪0農

も知れない.しカ)し

第2図のとおりその図
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現在の金瓜石瑞荒武丹山の各鉱床構はいずれも猴

ろうとん

胴背斜区に賦存するカミその南限は大きくみて携洞断

層(Thmst?)付近とみるのが妥当のようである.携

洞断層は猴胴背斜区と鼻頭向斜区の両者を鶏母嶺背斜か

ら区別するもので正確には幅をもった断層帯とみるこ

とができる.この断層帯に沿う地質構造はきわめて複

雑ですでに北見伊氏の指適するように一部では地層の

逆転が考えられるがこの断層帯中にも2～3の小規模

な珪化鉱染帯が認められた.これらは草山南西部の

草山鉱床(現在休止)の存在ととも注目すべきものであ

る.

携洞断層以南に展開する鶏母嶺背斜区には龍洞南方

さん世い｡さんとう回よう

の金成利鉱山と鶏母嶺西方の燐光寮の2旧坑がある.

従来この両者についての記載が全くなかったので今回

一部の坑内調査も行匁ってその概要を明らかにした.

○ろう

沢水による地化学探査では半平山の沢(哩口老渓)武丹

坑浮上流部の一部で異常地点が検出されたがそれらは

後の章でふれる.

の北翼の一部としてNE･SWの方向をとり携洞断層以

北のNS性の方向とは対庶的である.

C区の南端に前記の燐光寮鉱床(斉藤正次氏によって

記載されたものとは別のものらしい)があるがこれは

戦前金を稼行したといわれる.現在入坑可能の2坑に

ついての調査では鉱床は芯W性の走向南傾斜45～

60度の平行鉱脈群で幅O.5～1.5mの採掘跡がみられた.

母岩は局部的に弱い珪化があり硫化物の鉱染もきわめ

て微弱である.母岩はDitrupaおよび貝化石を多産

する塊状の砂岩層その他でこれらは大斎層中部の野柳

砂岩およびこれの直下の層準わものである.

一方本山脈の北方(D区)は主として石底層の砂岩

泥岩が“S走向で東に傾斜し地区東半は基隆山石英

安山岩体からつづく｢サイレン山｣石英安山岩の占める

ところとなる.この区は金瓜石の市街地の一部であり

さらに珪化転石の密集層が厚く詳細な地質は把握しがた

いカミｰ部には地山とみられる強珪化砂岩があって本山

脈の北方への伸びが推定される.

③総合調査

前記①②の結果の外に電気探査などの作業条件の難

易などを考慮し当鉱山の｢チャンビヨン｡ベイン｣で

ある本山脈の北方および南方への延長部に対する鋼先き

探鉱を地質物理探査地学化探査の臨同のもとに実施

した(第]図CおよびD区).

地質調査は物理探査のために設定した側線を利用し

じゆかい

1/2000縮尺によりデｰタを総括した.樹海南部(c区)

は酉から石庭南港南荘の諸属が東へ単斜し南港層

4.電気探査

金瓜石鉱山においては今回われわれの調査以前に経

済部鉱産測勘団において前後2回にわたる電気探査が

実施されていた.その結果23の興味ある異常も発

見されているが未だ試験的段階であった.従って今回

の電気探査においては日本において鉱床探査に利用さ

れている浅部探査技術を十分に使って鉱床探査を行なう

と共に深部探査技術を紹介導入してその技術的水準の

向上をはかった.

暖々砂岩の層準に当る樹海の強

珪化露頭が南部へ伸長する.

珪化帯は金瓜石五坑裏坑南の

ポンプ小屋付近にまで延びて一

部は武丹坑渓をわたって携洞断

層帯にあることは前述した.

携洞断層帯以南には石庭および

その下位の大斎層が鶏母嶺背斜

第1表探査総括表
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今回の探査は現在日本で行匁われているこの種の調

査においても大規模な調査に属する｡すなわち潮線延

長21.8km総測点1600点におよぶ.

①調査計画

まず調査地域を大きく分けて次の2つに分類する

(1)金瓜石本山鉱床および九傷鉱床一帯で坑道が縦横

に通じその地質構造および鉱床分布状態が多くの

人たちによって研究され多くの既往の資料を有し

ている区域(前記3の⑪)

(2)現在稼行されている区域の周辺地域は既知鉱床の露

頭延長部にあたり地質鉱床の状況未だ明らかでな

い区域(前記3の②③)

(1)に対して行なった電気探査を麗釦区域に対する電気

探査(2)に対して行狂った電気探査を未知区域に対す

る電気探査と呼称する.

今回の調査においては既知鉱床地帯において電気探

査を実施しその結果をもって周辺の未知鉱床地域の探

鉱を行抵い鉱床賦存の可能性を追求しようと意図した.

すなわち既知区域に対しては地下浅部中間帯深

部探査等3種類の調査を実施して既知鉱床に対する電

気探査の適応性を検討すると共に深部探査を通じて新

技術の導入をはかり技術者の訓練育成に努めた.

未知区域に対しては鉱床探査という事を重点的に考

え既知鉱床露頭部を含んだ調査区域を選定して露頭延

長部方向の鉱床存在の可能性についての吟味を行たった.

調査にあたっては既知区域内に2ヵ所A側線･B側

線未知区域内に2ヵ所C区D区なる調査地を設定した.

(第1図)これらの区域の調査目的を下に列挙する.

∫

A側線;(a)電気探査の既知鉱床に対する適応性

(b)新技術の紹介指導

既知地域/･線測1簑鷺石英安山岩の形状お1び賦存状態の

地化鰯欝一関縦一糠肋ぞく賊醐技師腕鰍搬'

未知地域/;巨:蔑瓢驚薫

その外実際電気探査において野外より得られる多量の

デｰタを解釈する基礎的資料を収集するために

(1)坑道内におけ馬電気探査

(2)地表における各種露頭電気探査

等を実施した.

②調査区域総ぷぴ方法(第1図など参照)

A側線:本側線は金瓜石本山鉱床露頭南方を通る東西

こ貴んか

線独肌九傍鉱山小粒坑南より小金瓜南方

大粒坑1金瓜石本山鉱床離半平山を通過し

て草{北麓紀至る線でその間ぽぽ大粒坑部

落より半平山東部の沢に至る2350雌の測定を

10m毎に実施

B側線:小粒坑北方の大断崖より小金瓜の北麓を通っ

て金瓜石一草山道路に至る2km･の側線

C区:樹海鉱床南部を区域の最北端とし最南端ぽ燐

光寮鉱床を含む南北1500m東西約1000㎜の区域

D区:本山鉱床の北部延長部に設けたもので東西

400狼南北300i皿の区域である.

今回実施した調査方法は次のとおりである.

地表露頭電気探査比抵抗法垂直探査四極法

坑道内電気探査比抵抗浅水平探査二極法a=5.10.20m

A側線…･比抵抗法墾直探査シュランペルジア法

水平探査二極法a=10.2C.40.80m

水平探査シュランペルジア法

��

一=ユ50nl=25r口

㈲

水平探査シュランペルジア法

��

一=400m:=10m

㈲

B側線･…･･比抵抗法垂直探査シュランペルジア法

C区･･……比抵抗法水平探査二極法a=10.20.40.80m

D区…･･…娩抵抗法水平探査二極法凱=10,20.40.80m

禽然電位法

麗探淡渕線の観翻登翻惣欄簸申の濱本大便館濃襲

(左から進入蟹)ど苦労様1

曹調嘗(左)と撃瑞庭践�
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③測定結果について

以下にのべる地表露頭電気探査とは調査地近傍に分

布する代表的な地層･岩石上において電気探査を実施し

各地層･岩石の層比抵抗を決定しようとするものであり

坑道内電気探査とは坑道内において坑壁に見られる地

層および鉱床を横断してそこに分布する地層の比抵抗

値および鉱床生成に伴う変質帯(たとえば珪化･粘土化

等)の比抵抗値を知ろうとするものである.

(1)地表露頭電気探査

測定を実施した測点の位置は第1図に示した.四極

法によりa=20mまで垂直探査を実施した.これらの

測定よりVES曲線を作成し地下非常に浅い部分は長

年月にわたる岩石の風化あるいは含水分の影響をうけて

いるので除きそれ以深の曲線の比抵抗値の最大値･最

小値を両端とする線分をもってその層の比抵抗値を表わ

しているとした.

これらの各層と比抵抗との関係を第6回として表わし

た.この図は横軸に各地層･岩石の状態をとり縦軸

に各層岩石のもつ比抵抗値をとった.この図より次

のようなことがわかる.

｡石英安山岩類は堆積岩類よりも幾分高比抵抗値を示してい

る

｡本山露頭における石英安山岩の珪化帯は他に比較して著

しい鳶比低抗値を示す

｡堆積岩類はいずれも600Ω一m以下の値を示し上位層準

の堆積岩類が下位層準の堆積岩類より高比低抗値を有する

｡大斎層･肩底層は最低の比抵抗値200Ω一m以下を示し

その層比抵抗もほぼ一定の値をもつようになる
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(2〕坑道内電気探査

坑道内電気探査については金瓜石五坑木路の東西立入

れ2本について実施した.そのうちの金瓜石五坑四百

米鑓立入坑道の場合を説明する.同立入れは東西方

向に約430mの延長をもちこの間5m毎に測定を行な

った.坑道内における母岩はすべて石英安山岩であり

その中を本山脈およびこれとほぼ平行に零号脈･一号

脈･三号脈･四号脈･四百米鑓の6本の鉱脈が南北に走

っている.その結果を第7図として示す.

これらの比抵抗曲線を見ると鉱床との間にある一定

の関連が認められる.

｡本山脈零号脈～四百米鑓に至る各鉱体上においていずれ

も10～20Ω一mの低比抵抗値を示している

｡何れの鉱体においてもその西側に80～100Ω一m以上の顕

著な高比抵抗都を伴っているこれは珪化帯である事が

推定される

｡四百米鑓の西側に分布する高比抵抗都は約140mにわたっ

て分布する広範な珪化帯と鑑定される

(3〕A側線

歩測線は凡俗地区および金瓜石地区にまたがる地域内

の主要な既知鉱脈の上部を通っている.雨より台陽鉱

業九鉛鉱床の主脈である甲鑓をはじめ金面･本山脈･そ

れに平行する零号脈･一号脈･三号脈･五号脈･さらに

四百米鋼の上部を通って五百米鑓･吉鉱床離のわずか北

方を走っている.すなわち本側線は本地域主要既知

鉱床群に対する電気探査の適応性を検討し未知鉱床地

域を探査する場合の方針確立には好個のものである.

電気探査は浅部探査と深部探査の2種類の方法によ

り主として水平探査法により適応性を検討した.こ

れら水平探査の結果を第8区および第9回として示す.

上位少､ul一概

第6図会瓜項地表露頭電気探査

比抵抗岩層比較図
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第8図会瓜石A曲線比抵流曲線図(平均三極法)水平探査a=10.20､違0m

さてこれらの結果を平均三極法による比抵抗曲線を主体

としこれに深部探査の比抵抗曲線ジュラ1■ベルジァ法

を参照しながら考察する

ここに高比低抗値を示して異常と考えられる地点を西

側よりab…･k4の12点とした.

これらのうち浅部･深部ともに異常として認められる

ものを拾ってこれら異常帯と鉱床を順次対比させて行

く.abCの異常帯は九傍鉱床地帯にあり甲鰯･

乙鑓1丙鑓等多くの鉱床(特に甲鑓は珪化の度合は著し

い)による異常と考えられる.

dは本山石英安山岩と第三紀堆積岩との接触部に胚胎

した金面鰯に伴う珪化帯を示している･9h主につい

てはこれらの地帯は本山脈の東部地域にあたり本山

脈の平行支脈が南北に走っている､これらの寮より9

は三号1四号脈hは四百米樋いは五百米鑓

に各々対応すると推定される茗

jk岩の異常については測点㌦94｣(潮線

原点から東を十とし10m単位で表示)付近を半

平{の属板が通りその両側はか枚ゆ急傾斜を

なし蛮だ測点｢｡9ηは繭側の本山石英山岩

と東側の南荘層との擦触部にあたっている.

またこの地域南方には最近盛んに開発の行抵は

れている吉鉱床鮮があり現在最も多く鉱石を

産出している.こういう状体より見てこれ

らの異常はおそらく吉鉱床鮮によるものと思は

れる.この外e･fの異常については浅部

にのみ認められ深部においては認められ粗い.

eは金瓜石鉱山の主脈である本山脈の西側の

部分にあたっている.現在凌でのところ鉱床

の存在は知られていない.{については浅

部における高比抵抗値は本山鉱体に伴う珪化帯

を示しているが深部においては鉱床は採掘し尽されて

いるので低此抵抗帯を示すもののようである.

以上A側線における各異常帯に対して概略の考察を行

なったカミその結果既知鉱床と電気探査の異常はきわめ

てよく一致している.

(4)遍側線

B側線については潜頭石英安山岩に対する試みを実施

した.九傍地域および金瓜肩地域の金銅鉱床が石英安

山岩と密接抵関係をもっことにっいてはすでに認めら

れており従って潜頭石英安山岩の調査は今後の探鉱に

とっそ非常に重要であるがこの地域においては地質構

造地形の影響電車電流等多くの困難な問題があり今

回の結果を参考にして今後大いに研究すべき課題である.

£t二L}'二1...1㍗｢棚…鰍1≡㌣一80山O±O+50+OO+一3πJ!㍗ナ甘､･､"､"･_刈｣戸功マr灯†ダ町フr"す･･㌃7､}､州皿茗1γ一㌘滋砦･㎞㍗ザ1
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第9図会凪石A棚線晩抵抗蝕線灘
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(加卯ベルジ沸)水軍鰭丁=400m一τ昌10血

下段は地質断裁�
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15〕C区(樹海南部)

その結果を第10回として示した.この図を見ると

大略9線を境としてQ線の北部区城と南部区域とでは

等比低抗線の流線の方向が違っている.北部区域にお

いては等比抵抗線は南北の方向性をもっているカミ南部

区域においては等比低抗線はいずれも東西の方筒性をも

っている.これはおそらく9線付近を境として地質構

造が相違しているためと推定される.

事実地質調査の結果この付近に分布する堆積岩の走

向傾斜は北部地区では走向はN･S方向で東に傾斜約

30｡を呈し南部地区では走向E･W方向で傾斜は北ま

たは南に約40｡を示しP側線と9側線との間付近を携

洞断層が東西に走る≒とカミ推定される(3の③参照).

本地域を9側線を鏡として北部区域と南部区域とに

分けて説明する.

北部区域

異常a(第10図)については著しい高比抵抗を有し

その南北方向の延長はC側線より約500㎜最大幅40m

にわたって逆｢く｣の字型に分布する.この異常帯は

本山脈延長部の珪化帯によると推定される､また地表

状況はE側線までは珪化転石の密集地帯である.

bについては樹海鉱床西側の平行支脈の延長部にあ

たると推定され現在は開発されていない部分である.

この異常は先端で2方向に分かれ東側の高比抵抗帯は

地表に珪化転石の密集地がみられる､c･い9･h

については粗石山鉱床の珪化帯の延長部にあたるが珪

化転石の影響も考慮レ虞重な検討が必要である.
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.j･0リこれらの異常はいずれも小規模でかっ

500Ω一m程度の局部的な異常を示し電極聞隔を増大す

ると異常は消失する.この地帯は金脈石水源地のポ1■

プ小屋付近で異常を示した地点はいずれも小さ放珪化

露頭が見られる.

一方この付近は地化学探査においてはC区最大の異

常を示している点を考慮すると興味ある地帯である.

南部区域

南部区域は北部区域に比較すると低比抵抗地帯カミ分布

するカミおもなる高比抵抗部を拾って見るとm･n･q

･r･u等である.m･n･q･rにっいてはm･

nとq･rとはいずれも一対の組をたしてほぼ東西の方

向性をもって分布しているのが特徴的である.

これらはいずれも地表には石底層の分布地であり地

表には顕著狂珪化帯たどはみとめられない.従ってこ

れらの異常を検討するに転たっては石底層にしばしば

爽在する石英質の粗しょうのr白砂岩｣など岩質による

影響も考慮されるわけである.異常が対をなして分布

するのは地形による原因がおもなるものと考えている.

uについては本区南端に位する燦光寮鉱床付近の弱珪

化帯による公算が強い.

(6)巫区(本山北部地区)

本山脈の北方への延長部にあたるこの地区では探査

の結果3条の異常帯を見出した.しかしこれらの解釈

にあたっては基礎的地質状況の詳細が明らかでなくま

た前記のように珪化転石の分布も必ずしも克明になって

ヤブを払い毒蛇を切リ?

地質調査に活躍の大溝技官

身に付いたイデタチ

C区比抵抗分布図平均三極

法a=10㎝(単位Ω･㎜)�
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おらず種々困難荏面カミ多い.今後資料の集積をまっ

て再度解析などを行なう必要がある.

以上電気探査の立場から主として成果をとりまとめる

と次のことがいえる.

(1)A側線の半平山尾根以東の地区は浅部深部探査ともに

異常がみとめられ吉鉱床群の北方にあたって地表に鐘

化帯鉱染部もみられるので注目すべきである

(2)C区では樹海鉱床の西磐側の珪化帯によるとみられる

異常並びに金瓜石水源ポンプ小屋付近の異常につき一層

の精査を要する

(3〕CおよびD区とも今後深部探査法による精査が望まし

レ､

5.地化学探査

地化学探査班は中国政府要請の趣旨(前記3)に添

って下記の内容について調査を実施した.

①金瓜肩鉱山周辺地域における沢水による地化学探査

②金瓜局鉱山における岩石上壊による地化学探査に適す

る指示元素の検討

③既蜘鉱床鑓先延長部地域における土壌による地化学探査

などである･狂お当金瓜石鉱床においては過去数

例の地化学探査が実施されている.す征わち

(1)1957年3月～5月にかけてROSEN跳UMによって

本山露頭周辺上部の土壌を対象とし花地化学探査(指示

元素は鋼)

(2)工9S7牢6房州ユ朋には大間壇氏らぽよって草山と組:石

山間辺の沢フ柱を:対象とし淀二鋼色イビ{学擦誼(李旨示う覚素は醒金谷)

(3)蝸瞬星月～9則こは経済部鉱産測勘団を台湾金属鉱業

公剛はって半平山地域における驚気探査の側線を利

用し液土壌による地化学探査の試験(指添元素は鋼)

(4)195牌§房州196峰6月紀は台湾金属鉱業公剛はって

坑内岩和びる地化学探査(指示元素は鋼)恋との実施

報告がある

しかしながらこれらの実施例は小規模に行枚い主と

して適応性の検討のみに終っていたようである苦以下

に今回の調査結果の概要を述べよう.

①金瓜石鉱{周辺地域にお1ナる流水にぷる地化学

探査について

通常泥水による地化学探査は地質鉱床調査の初期の段

階で広い地域の概査として行抵いおおよその鉱化帯

の範囲を推定することに重点がおかれる古今回の調査

は金瓜石の外囲地区を主体に鉱化帯の範囲を推定する目

的で行なった.調査地域は第五回ぽ示す.採取した

試料は小沢が47本湧水が1点の計48個である吉

指示成分としてはPHZnSO{を用いた.分析

の結果異常地域と思われる地域は2つ認められ1つ

はA側線の十85周辺(側線座標3の③柱ど参照)1つ

は樹海鉱床の南部地域である.前者は本山石英安

山岩地域を流下する小沢であるが流域には鉱化作用に

よる粘土化と思われる変質帯が認められる.後者の黒

帯地域には珪化した砂岩が流域に分布し一部には微

弱ではあるが鉱化を受けた転石柱とが認められそれら

の風化溶出による異常と考克られる.とくに後者の

異常は本1⊥1樹海鉱床の南部延長方向にあるので鑓

先の探査という爾で総合的扱精査を行なう必要があろう.

②金瓜石鉱山はおける地化学探査(岩石･土壌対象)

に適する繕添玩轟の検討

既知鉱床周辺の探査に岩石土壌による地化学探査

を行なうに際してはまず使用する指示元素を選定する

必要カミあ乱そのためには鶏工段階として鉱体成分

の1次分散が行なわれている既知鉱床の坑内岩石につい

て鉱化作用を指示しそうな元素分布を明らかにし鉱体

との関連性を把握する｡第婁段階としては鉱体成分

の2次分散が行なわれている既知鉱床上部の土壌につき

第ユ段階で検討して得られた結果をもとにして土壌中

の元素の分布と鉱床〃)関連性を杷撮する.このよう

に2段階のデｰタを検討した､1二で既知鉱床鏑先延長地

域の地化学探査を実施するのが望ましいと考えた､

上記観点から岩石については五坑水路一王860(鉱

山位置座標)東立入と仙2王80東立入の2坑道既知鉱

床上部の土壌についてはA潮線と逸側線の2側線ぽつ

いて検討を試みた.

(1)坑内岩石についての指添元素の検冨立

金瓜石の鉱床は石英安山岩を母岩とする場合新第三

紀の堆積岩を母岩とする場合および石英安山岩と堆

積岩の接触部に駆胎する場合がある.今回取り扱った

のは前者の場合についてである｡五坑水路一工860東立

入の坑道は有英安山岩申のものであり一2工80東立入り

は主として堆積岩申の坑道で部分的に石英安閑岩がみら

れる.両坑道とも数本の鉱体を切っており鉱体と母

岩中の元素の関連性を検討するには適当な坑道である｡

試料は5㎜間隔で採取し乾燥後クラッシャｰおよび

特殊鋼乳鉢で28メッシ皿以下にしたのちメノウ乳鉢で

100メッシ皿以下としたものを分析試料とした古検討し

た元素は金瓜石の鉱石から判断して銅1亜鉛1水銀1

砒素の逸元素とした｡各元素による結果は雨坑道と

もほぼ同様の結果を示しているのでここでは五坑一

1860の結果を例として述べる苗結果は第1ユ図に示す.�
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銅について…･銅含有量は大部分が50ppm以上の

値であるが鉱体に接近するにしたがって増加の働旬が

みられ高含有量値を示す地点は鉱体と対麻している.

す枢わちNo.20周辺は本山鉱体No.195～225は

1,3号脈No･310～320は層状脈の北部延長部N0,400

にみられる異常は400㎜鉱体などである.また銅量の

増加は黄鉄鉱化にも関連を有し試料中の黄鉄鉱の量を

肉眼観察によって少一中一多と分類し銅含有量との関

係をみると中→多の試料は概して銅含有量が高い傾向に

ある.狂お銅含有量のバックグランドは石英安山岩

と堆積岩では明らかな差異カミ認められ坑内試料にっい

は前者が60～70ppmに対して後者は20～30ppm程度で

ある.また坑外の試料として金瓜石周辺で採取した

ものについての結果は第2表に示す.

亜鉛について…･亜鉛の含有量は銅の場合のように

とくに岩質による差異は認められず大部分が100ppm

以上の値を示しているが鉱体の周辺で高含有量値にな

`ることは銅と同様である.五坑木路一1860での高含有

量値と鉱体との関係は次のとおりである.

すなわちNo.15～40は本山脈No.195～240は1号

～3号脈No.310～370は層状脈北部延長部No.405～

425は四百米鑓にそれぞれ対赤している.

水銀について…･水銀の含有量は若干の変化がみら

れるが必ずしも鉱体の位置とは対応せず鉱体から少

し離れた上｡下盤に濃縮している傾向を示し銅亜鉛

あるいは後述の砒素のように鉱体との対応性は不明瞭で

ある.しかし狂がら金瓜石鉱床群の中には自然水銀｡
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第11図

会瓜石皿

坑木路一

ユ860東立

四_賛鉄鉱入地化学

乙藁票譲工熊手蒸■㈱探査団

脈

辰砂の産出もみられる地域があるので今後検討を要す

る問題である.

砒素について…･砒素の含有量は鉱体に接近するに

したがい増加の傾向を示し鉱体から離れると0Ppmに

たる.五坑水路一1860の異常点と鉱体との関係をみる

にNo.15～50は本山脈No.185～205は1号および3

号脈No.310～320は層状脈の北部延長部No.405

～415は四百米鑓に対応している.

以上の結果から一次分散を主とする岩石については

銅亜鉛砒素の含有量と鉱体との関連性カミ得られ地

化学探査の指示元素となり得ることが判明した.

12)既知鉱床上部における土壌中の指添元素の検酎

2･(1)で一次分散を主体とする岩石については銅亜

鉛砒素の含有量と鉱体との関連性が得られ指示元素

として有効なことが明らかになった.ここで得られた

資料をもとにして既知鉱床上部の2次分散を主体とす

る土壌について検討を行なった.側線としては物理

探査と同様にABの側線を用いた.

測点間隔は10mとし試料は土壌区分のB層に相当す

る部分を採取した.指示元素としては岩石の結果より

銅嚇鉛砒素の3元素を取り上げた.その結果の1

例としてA側線の結果を第12図に示す.

銅について…･銅の含有量は石英安山岩と堆積岩地

域に明瞭な差異があり銅含有量の頻度分布上から10

～20PP狐にピｰクを有する地域は堆積岩にあり41～�
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50ppn1にビｰクを有するものは石英安山岩び)地域であ

る.この結果は岩石の場合の石英安山姶と堆積岩の

関係とよく一致する.このことは岩石が風化して土

壌が生成されても少なくとも銅量に関しては余り大き

柾変化がたいことを示しているものと考えられる.こ

のことを前提として考えるとき堆積岩地帯の土壌が30

～40ppm以上石英安山岩の土壌カミ60～70p脾以上

の値を示すところについては主として鉱化作用による供

給源が考えられる.このような観点から異常地帯とそ

の要因についてみるとNo.十100～103(側線座標3の

③参照)No.十68～十78No.十48～十62No.斗4～

斗16No･一27～一30No.一89～一97などの地点の

異常は下部の鉱床あるいは鉱化帯と対応し銅が指示

素として有効なことカミ示されている.

亜鉛について･…亜鉛の含有量は大部分が50～100

PPmの範囲のものでそれ以上の値を示す地域はNo.

斗97～斗101No.斗83～斗90No.十58～十63No.

十4～十17No.一28No.一92～一g7などである.

このうち銅の異常と一致するものは一28地点だけで

それ以外の異常は漠然として鉱体との間には明瞭な関連

性は得られない.その要因としては亜鉛は銅に比し

広く拡散するためと考えられる.

砒素について…･砒素の含有量は大半カミ0ppmで

あるがNo.斗102No.十70～十72No.十61～十62

No･一28～一29の各測点の範囲は数PPmの砒素カミみら

れこれらの点はいずれも銅の異常とほぼ一致し鉱体

あるいは鉱化帯との関連性を有する.

以上の結果から全瓜石の鉱床地帯において2次分散

を主体とする土壌による地化学探査に際しては銅と砒

素が有効的祖指示元素であることが示唆された.

③鉱床錘先延長地域における土壌による地化学探査

調査団と鉱山側関係音などと協議の結果探鉱面で重

要地域として取り上げた樹海鉱床の南部地域(C区)と

本山鉱床の北部地域の鰯先延長部(D区)について物

理探査と同じ渕線を用いて土壌による地化学探査を実施

した(第11図など参照)

側線間隔は100m測点間隔は10mとし土壌試料は

B層のものを採取し指示元素は銅砒素の2元素とし

た.一例としてC区地化探の結果を第13図に示す.

この図にみられるように銅の異常地域は葛つに大別す

ることができそれぞれABCの符号で示す.

Aの異常地域は現在稼行している樹海鉱床の西側にあ

たりC-41D-37E-40の各点を結ぶ異常地域

には砂岩の珪化帯の存在が確認されている.したが

ってその珪化に伴う鉱化作用による異常と考えられる.

Bの異常地域は本山鉱体の南部延長部にあたる地域で

そこには珪化した砂岩の分布がみられ異常とほぼ一

致しているが異常地点の分布カミ沢筋にそっている部

分もあるので沢水による影響も考慮に入れねばなら

ない.それ故地化学探査の結果のみでは鉱床との関

連性が不明瞭なので他の探査法と比較する必要がある.
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第工2図会瓜石A渕緑地化学探

Cの異常地域は鋼の含有量値のみからみるとF側線

でAの異常地域と分離さ

れているようであるが

Aの異常ののびの方向

Cの異常ののびの方向等

叶

から考え合わせると連続

するものと解した方カミよ

さそうに思われる.こ

の異常地域は地質の調査

デ岬㍍←罫顯

査図(上壊)

によると9-30周辺に小

規模ではあるが珪化帯

の存在が認められること

またこの珪化帯に褐鉄鉱

縞あるいは石英脈の存在が

認められることさらに

地質構造の面からみると

この地域の南部にNE

～SW性の携洞断層カミと�
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おりこの断層を境として地質構造が変るが膀洞断層

帯には草山鉱床が胚胎し他にも小規模なから珪化帯が

みられること等々･…の要素が集中している地帯でもあ

るので十分浬意すべき地域と考えられる.

砒素の異常カミ認められる地帯は永順一草山の沢の北部

で銅の異常分布地域とほぼ一致し鉱化との関連性が

認められる.

Φ区の結果は石英安山岩と石底層の分布地域に銅･

砒素の異常分布カミみられとくに砂岩地域の異常は本山

脈の北部延長方向に相当するが地表の土壌の状況雅余

りょくたい(巨大転石カミ多い)こと地質調査において

も不明確な点もあるので今後の精査カミ望まれる.

6.おわり1二

以上は今回の仕事のごく概略にすぎないが次に2,3

の補足と今後の課題など気の付いた点にふれておこう.

⑪今回の探査は広域な地表地質調査の実施や電気探査

だとの新技術の紹介技術の適用性の検討狂ど基礎

分野の業務をかなりふくんでいた.またやや長

期的な観点からの計画にもとずいた側面も強くそ

の性格は｢明目への探査｣といえるようなものであ

る.

従って現在の企業と密接したいわゆる企業化調

査としての貢献は必ずしも十分でたかったように考

えられる.
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②現在の稼行区域に近接したいくつかの地区にっい

てはここにわれわれが指適するまでも枚く早急に

探鉱が望まれている.半平山の強珪化帯をふくむ

鉱区の東部地区亀などいわゆる長仁系鉱床灘の北

方延長部入坑レベル以下の本山脈の深部などがこ

れらである.これら地区の探鉱は鉱山自体の手

によって企業化調査として実施されるのカミ至当であ

るが現在も鉱山の探査部門によって坑道探鉱坑

内試錐を主とした調査が計画的に推進されている.

㌫鵬竺rに探㍗点㍗子かにつ

③今回は期間だとの制約によって本山脈の鰯弗き探査

のみを重点的に行柾ったが上記のように今後あ探

査カミ切望される地区は鉱山周辺の随所にみられる.

さらに一店の探査カミ終了したかにみえる本山脈

の範先についても今後電気探査や地化学探査の一

層きめの細かい精査カ必要なことはすでに本文中に

述べたとおりである.われわれは中国政席の希望

によって今回の総合調査地区(CD区)を中心と

した試錐計画の原案を作成したが今回のデｰタな

どをさらに検討の上実施に移されることを希望する.

本試錐計画中には鉱体の発見に直接結び付くもの

以外に層序･構造的意味をもつものもふくめたカミ

｢明目の探査｣への昆がかりとしてこのよう祖試錐

が惜しみ柾く行なわれることが必要であろう.

侮･

⑪

府

..⑩.

��

�

④最近金瓜石鉱業所鉱廠副廠長の粛克長氏からの

私信連絡によれば本山脈の北方延長部(六坑一中

レベル次ど)において稼行値価があらうとみとめ

1洲
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鋪13区C区地化学探査図(土壌)

探査報告会の傍経済部鉱薬研究般務組へ

日本地質調査所咄版物を寄贈受けるは召脳周召集人�
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られる新しい水銀鉱体が発現されまた七坑レベ

ルにおける亀鉱体の下部延長部グ)発見があった出で

ある.このような朗報とか今回の探査の成果など

を考え併せるとき当鉱山の既知鉱床のいくつかは

さらに水平垂直方向に発展しまたすでに黄春

江教授などカミ指摘されたように新しい衛星鉱床が

発見されるなどの可能性は十分高いものと考えてよ

レ､.

終りにのぞみ今回の探査に終始協力された中

国側技術者関係者の労を多とするとともに探査

内容の発表を許可された中国政府経済鉱業研究版務

組に謝意を表する､

(筆者らは燃料部･物理探査部･鉱床部･技術部)

1地学団体研究会

1.旧都遂2年5月3目(水)

～舶(金)

2.地学団体珊究会第2i回

総会

3.東京教育大学G館

(文京区犬塚窪町24)

4.地学団体研究会

5.東京都豊島区南池袋2-32-12

地学団体研究会事務局

Tel.東京(03)983-3378

･日本写真淵鐙学会

1.昭和遂2年5月20目(土)

2.通常総会と年次講演会(研究発表会)

31東京犬学生産技術研究所中央講堂(港区麻布新竜

土町10)

4.日本写真測量学会

5.東京都港匿麻布薪竜土町10

東京大学生産技術研究所第5部丸安研究室

���㌩�㈭��

･石

�

㈮

㌮

�

�

曲技術協会

昭和42年5月24目(水)一27目(土)

石油技術協会第32回通常総会

1ヨ本都市センタｰホｰル(千代田区平河町2-6)

石油技術協会

東京都千代田区犬手町1-5

石油鉱業連盟内Tel.東京(03)279-5841

･日本鉱物学会

1.昭和42年5月31目(水)～6月2目(金)

2.日本鉱物学会年会および総会

3.国立科学博物館(台東区上野公園)

4.日本鉱物学会

5.東京都台東区上野公園

国立科学博物館地学研究都地学第1I珊究室

Te1中東京(03)822-6王11(内線58)

･石欝石阪学会

1.略翻独埠琶月2賞(金)

2.第18回総会粘よび第35回学術講演会

3､葛生会館(栃木黒葛生町)

4.石衝石灰学会

5.東京都千代田区榊鯛駿河台1-8

日本犬学理工学部大学院内房膏石灰学会

丁81｡東京(03)293-3251(内線359)

･日本針沈学会

�

㈮

㌮

�

�

昭榊2年春月ユ師(月)一16日(火)

通常総会1講演会1装麓都会討論会

東京教育大学光学珊究所

日本分光学会

東京都新宿区百人町4-400

東京教育犬学光学研究欣内

目本分光学会

丁琶1.京東(03)362-7881

･九学会連合

1.昭和42年§則舶(土)～14目(目)

2.第2順力学会連合大会

3.東東大学理学部2号館講座

4.5.東京都文京区本郷?一13一王

東京犬学理学部地理学教室内

1ヨ本地理学会内九学会連合

〔注〕1.闘徽年月目

4.ヨ三イ話者5､

2､会合名3.会嬉

連絡先(掲載順位は原稿到着順)

ご

安斉俊男

本年(昭和42年)4月1目付をもって地質調査所に

｢海外地質調査協力室｣という新しい組織が誕生し巌し

た.これは調査所内で年食増加しつつある海外関係の

業務をとりまとめてよりよい成果をおさめられるよう

かねてからの所内外の要望が実現されたものです.

地質調査所はその業務の性質上海外との関係はも

ともと多く諸外国の地質調査所1学会･大学などの学

術上の交流文献の交換などは古くから行なわれて来ま

したが昭和33年頃からいわゆる技術協力が行なわれ�


